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１１１１.... 政府政府政府政府やややや経済界経済界経済界経済界におけるにおけるにおけるにおける女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍のののの最新情報最新情報最新情報最新情報

２２２２.... 日本日本日本日本のののの女性女性女性女性はははは活躍活躍活躍活躍しているかしているかしているかしているか

３３３３．．．．企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

４４４４.... 女性女性女性女性活躍活躍活躍活躍をををを阻害阻害阻害阻害してしてしてしてきたきたきたきた要因要因要因要因・・・・課題課題課題課題とはとはとはとは

５５５５.... 女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍とととと経営経営経営経営パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス

６６６６.... 生産性向上生産性向上生産性向上生産性向上とととと競争競争競争競争優位優位優位優位なななな企業企業企業企業へへへへ

（（（（１１１１））））全社員全社員全社員全社員ののののワークワークワークワーク････ライフライフライフライフ・・・・バランスバランスバランスバランス推進課題推進課題推進課題推進課題とととと具体策具体策具体策具体策

（（（（２２２２））））女性活躍推進課題女性活躍推進課題女性活躍推進課題女性活躍推進課題とととと具体策具体策具体策具体策

（（（（３３３３））））女性女性女性女性のののの意識意識意識意識・・・・行動行動行動行動のののの改革改革改革改革

本日本日本日本日のおのおのおのお話話話話ののののポイントポイントポイントポイント
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１１１１．．．．政府政府政府政府やややや経済界経済界経済界経済界におけるにおけるにおけるにおける

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍のののの最新情報最新情報最新情報最新情報
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女性女性女性女性のののの活躍活躍活躍活躍はははは経済成長経済成長経済成長経済成長につながるにつながるにつながるにつながる

（備考）１．総務省「労働力調査（詳細集計）」（平成22年）、ＩＬＯ“ＬＡＢＯＲＳＴ”より作成。 ２．「Ｍ字カーブ解消の場合」は、30～34歳、
35～39歳、40～44歳の労働力率を25～29歳と同じ数値と仮定したもの。 ３．潜在労働力率＝（労働力人口＋非労働力人口のうちの就業希望の者）／15歳以上人口。 ４．労働力人口男女計：6,581万人、男性3,814万人（平成22年）。 ５．(4)(5)の労働力人口の試算は、年齢階級別の人口にそれぞれのケースの年齢階級別労働力率を乗じ、合計したもの。出典：）平成２３年版男女共同参画白書

３４２３４２３４２３４２万人万人万人万人

（歳）

３４２万人の女性の潜在労働力（就業希望

者）の就労により、雇用者報酬総額が

７兆円程度（ＧＤＰの約1.5％）増加出典：男女共同参画会議基本問題・影響調査専門調査会報告書（平成２４年２月）
＜IMFラガルド専務＞

（2012年１０月発表のIMF WP「「「「女性女性女性女性がががが日本日本日本日本をををを救救救救うかうかうかうか？」？」？」？」より紹介）

「急激な高齢化による日本の潜在成長率の低下

に歯止めをかけるには、女性の就業促進がカギ」

「日本の女性労働力率が他のG7（伊を除く）並み

になれば、１１１１人当人当人当人当たりのたりのたりのたりのGDPGDPGDPGDPがががが４４４４％％％％上昇上昇上昇上昇

北欧並みになれば８８８８％％％％上昇上昇上昇上昇」

＜米国ヒラリー・クリントン国務長官＞

（2011年9月APECの「女性と経済サミット」における演説）

「日本の女性労働力率が男性並みに上昇すれ

ば、GDPGDPGDPGDPはははは16161616％％％％上昇上昇上昇上昇する」

（ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝｻｯｸｽ2007年のﾚﾎﾟｰﾄ）

Ｍ字カーブ解消の場合の試算

海外からも、日本の経済成長の推進力として

「女性の労働力率の上昇」に注目
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成長戦略成長戦略成長戦略成長戦略のののの鍵鍵鍵鍵ははははウーマノミクスウーマノミクスウーマノミクスウーマノミクス

5



女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍のののの課題課題課題課題とととと政府政府政府政府のののの取組取組取組取組みのみのみのみの方向性方向性方向性方向性

女性就労の「量の拡大」 相乗効果相乗効果相乗効果相乗効果

活躍する女性のすそ野を広げるキャリアアップのロールモデルの提供シナジーシナジーシナジーシナジー
女性就労の「質の向上」

仕事と家庭の両立が困難なため、

出産を機に約6割が離職

女性が能力発揮できていない

（「入社時は優秀なのに伸びない」

「マミーズトラックの問題」）

①①①①両立両立両立両立をををを支援支援支援支援するするするする環境環境環境環境をををを整備整備整備整備

○子育て支援サービスの拡充

○多様で柔軟な働き方の推進

○出産等で離職した主婦の再就職支援

（主婦向けインターンシップ）

※中高年男性の仕事と介護の両立支援

を企業が重視

②②②②女性女性女性女性のののの活躍推進活躍推進活躍推進活躍推進にににに向向向向けたけたけたけた

企業企業企業企業のののの取組取組取組取組をををを支援支援支援支援

○「福利厚生」ではなく、「経営戦略」とし

ての「ダイバーシティ経営」の推進

○企業における女性活躍状況の「見える

化」推進

③③③③女性女性女性女性のののの起業支援起業支援起業支援起業支援

○女性の視点を活かした新たな需要の掘り起こし

○両立支援サービスの提供を通じた女性の就業促進

○女性の雇用創出

課題課題課題課題

取組取組取組取組のののの方向性方向性方向性方向性
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日本再興戦略日本再興戦略日本再興戦略日本再興戦略のののの具体的取組具体的取組具体的取組具体的取組みみみみ
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女性女性女性女性のののの活躍活躍活躍活躍「「「「見見見見えるえるえるえる化化化化」」」」サイトサイトサイトサイトのののの新設新設新設新設
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「優れたダイバーシティ経営企業」を選定・表彰し、ベストプラクティス集として広く発信する

ことにより、積極的に取り組む企業のすそ野を広げ、女性活躍推進の動きを加速化

１１１１．．．．表彰表彰表彰表彰対象対象対象対象

①「ダイバーシティ経営企業１００選」

女性、高齢者、外国人、障がい者、多様なキャリア等、多様多様多様多様なななな人材人材人材人材のののの能力能力能力能力をををを最大限発揮最大限発揮最大限発揮最大限発揮させるさせるさせるさせる

ことことことことによりによりによりにより、、、、イノベーションイノベーションイノベーションイノベーションのののの創出創出創出創出、、、、生産性向上等生産性向上等生産性向上等生産性向上等のののの成果成果成果成果をををを上上上上げているげているげているげている企業企業企業企業を表彰（大企業・中小企業）

②「ダイバーシティ促進事業表彰」

ダイバーシティ経営に取り組む企業をコンサルティング等を通じて支援する企業を表彰

２２２２．．．．評価評価評価評価ののののポイントポイントポイントポイント

①取組内容

○実践性実践性実践性実践性：制度導入などの形式的な取組にとどまらず、人材活用の取組が現場レベルで実践されている

○革新性革新性革新性革新性・・・・先進性先進性先進性先進性：従来とは異なる新たな取り組みを進めていたり、あるいは同業・同規模他社に先がけ

て取組を開始したりするなど、「モデル」として他企業の参考になること

○トップトップトップトップののののリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ：経営トップの明確な意志が表明され、現場まで浸透していること

②成果：多様な人材の能力発揮により、イノベーションの創出、生産性向上等の成果を上げていること

ダダダダイバーイバーイバーイバーシシシシティティティティ経営企業経営企業経営企業経営企業100100100100選選選選がががが女性活躍推進女性活躍推進女性活躍推進女性活躍推進をををを加速化加速化加速化加速化

出典：経済産業省
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ダイバーダイバーダイバーダイバーシシシシティティティティ経営企業経営企業経営企業経営企業100100100100選選選選43434343社社社社（（（（平成平成平成平成24242424年度年度年度年度））））

業種 企業名 地域 建設業 重松建設株式会社（★） 愛媛県 グリーンライフ産業株式会社（★） 福岡県 製造業 六花亭製菓 株式会社 北海道 株式会社マイスター（★） 山形県 栗田アルミ工業株式会社（★） 茨城県 株式会社金子製作所（★） 埼玉県 三州製菓株式会社（★） 埼玉県 花王株式会社 東京都 キリンホールディングス株式会社 東京都 サトーホールディングス株式会社 東京都 サントリーホールディングス株式会社 東京都 株式会社 資生堂 東京都 株式会社東芝 東京都 株式会社 日立製作所 東京都 富士電機株式会社 東京都 株式会社リコー 東京都 日産自動車株式会社 神奈川県 株式会社 大谷（★） 新潟県 株式会社小川の庄（★） 長野県 コクヨ株式会社 大阪府 サラヤ株式会社 大阪府 ウインナック株式会社（★） 和歌山県 有限会社エヌ・イー・ワークス（★） 島根県 ＴＯＴＯ株式会社 福岡県 株式会社宇佐ランタン（★） 大分県 
 

情報通信業 アイエスエフネットグループ 東京都 NEC ソフト株式会社 東京都 株式会社ＮＴＴデータ 東京都 株式会社エス・アイ（★） 兵庫県 卸売業，小売業 株式会社スタートトゥデイ 千葉県 株式会社日本レーザー（★） 東京都 ハイソル株式会社（★） 東京都 有限会社 モーハウス（★） 東京都 木村メタル産業株式会社（★） 愛知県 株式会社天彦産業（★） 大阪府 金融業，保険業 第一生命保険株式会社 東京都 株式会社りそな銀行 大阪府 学術研究，専門・ 技術サービス業 株式会社オージェイティー・ソリューションズ（★）愛知県 生活関連サービス業， 娯楽業 株式会社きものブレイン（★） 新潟県 沖縄ツーリスト株式会社 沖縄県 その他サービス業 株式会社 24-7（★） 北海道 株式会社高齢社（★） 東京都 サポート行政書士法人（★） 東京都 
 情報通信業 株式会社らむれす 北海道 株式会社赤ちゃんとママ社 東京都 学術研究，専門・ 技術サービス業 株式会社 wiwiw 東京都 株式会社ワークライフバランス 東京都 その他サービス業 株式会社ハーモニーレジデンス 東京都 株式会社夢道ｓ 東京都 

＜促進事業表彰；6社＞

★・・・中小企業（従業員数300人以下）

10出典：経済産業省
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ＩＭＦＩＭＦＩＭＦＩＭＦラガルドラガルドラガルドラガルド専務理事専務理事専務理事専務理事からのからのからのからの応援応援応援応援メッセージメッセージメッセージメッセージ

3月22日 ダイバーシティ経営企業100選表彰式

・・・ＩＭＦでは、多様性を重視し推進するとともに、これを最大限に活かすよう

努めています。・・・多様かつ多彩な才能を活用することこそ、業務の質の向

上を高めることになると考えているからです。

日本には、まだ労働市場に参加していない、役員に昇進していない、その潜

在能力を完全に引き出せていない才能にあふれた女性達が存在します。

女性も労働力に含め、その潜在能力がフルに活かされるようにすることで、

日本経済は、成長、生産性、そしてイノベーションの点で目覚ましい改善を遂

げることが期待できるのです。

多様性はイノベーションをもたらします。出典：経済産業省
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女性女性女性女性ののののキャリアキャリアキャリアキャリア促進促進促進促進
CCCCareer areer areer areer advancementadvancementadvancementadvancement of of of of womenwomenwomenwomen 仕事仕事仕事仕事とととと家庭家庭家庭家庭とのとのとのとの両立両立両立両立サポートサポートサポートサポート

SSSSupport for upport for upport for upport for workworkworkwork----lifelifelifelife----balancebalancebalancebalance方針方針方針方針
Policy取組取組取組取組みみみみ

Practice実績実績実績実績
Performance※ 実績データの開示範囲

1. 女性など多様な人材活躍促進に向けた方針※ 経営戦略上に明確に位置づけられている場合2. 女性のキャリア促進に向けた数値目標（例：女性の管理職比率、 役員比率等）1. 女性向けのキャリア研修・メンタ―制度・幹部と女性のコミュニケーション促進等2. 女性のキャリア促進のための管理職へのマネジメント研修・意識啓発等（例：女性活躍支援を幹部の評価基準に盛り込む等）3. 活躍促進のための組織体制1. 女性管理職比率＜職種・職位階層別比率＞2..    女性役員＜社内取締役・社外取締役・監査役・執行役員別＞比率 （or 人数）

1. ワーク・ライフ・バランス促進に向けた方針2. ワーク・ライフ・バランス促進に向けた数値目標（例：労働時間削減目標等）1. 柔軟な勤務場所・時間を認める制度（例：在宅勤務、フレックスタイム等）2. 長時間労働の改善のための具体的取組3. ワーク・ライフ・バランス促進に向けた社内意識啓発（例：研修等）1. 男性育児休業取得率（ or 人数）2. 有給休暇取得率（or 平均取得日数）3. 柔軟な勤務制度の活用率（or 活用人数）4. 平均勤続年数男女差5. 実労働時間に関するデータ ※ 水準（時間数、長時間労働者の割合等）
情報収集情報収集情報収集情報収集についてについてについてについて
� 情報収集の対象とする媒体は、情報収集開始時点で公開されている最新のＣＳＲ報告書、コーポレートガバナンス報告書等（ＷＥＢの情報も含む）を対象とする
� 情報収集は11月中旬より開始。「女性のキャリア促進」に関する実績（パフォーマンスデータ）」の開示状況について１次調査を行い、十分な開示のある企業を対象にさらに詳細な情報収集を行う
� 説明会後、新たに公開・更新した情報がある企業は、どの項目をどのHPで公開しているかをフォーマットに沿って記載し、任意で経済産業省に連絡することができる（12月中旬）。
� 「方針」「取組み」「実績」の情報は、基本的には連結グループレベルでの開示情報を取得する（ただし、連結グループレベルでの開示情報が確認できない場合は、連結グループを代表する主要な企業の開示情報を取得する）。

重点項目※※※※最終的最終的最終的最終的なななな銘柄銘柄銘柄銘柄をををを選定選定選定選定するするするする際際際際にににに、、、、考慮考慮考慮考慮するするするする情報情報情報情報。。。。

スコアリング基準

女性活躍推進女性活躍推進女性活躍推進女性活躍推進のののの「「「「テーマテーマテーマテーマ銘柄銘柄銘柄銘柄」（「」（「」（「」（「なでしこなでしこなでしこなでしこ銘柄銘柄銘柄銘柄」）」）」）」）

出典：経済産業省
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２２２２.... 日本日本日本日本のののの女性女性女性女性はははは活躍活躍活躍活躍しているかしているかしているかしているか
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○日本の管理職の女性比率は先進国の中で最低水準(アラブ諸国と同水準）

○各国の積極的な取組が進む中、格差は広がっている

諸外国諸外国諸外国諸外国におけるにおけるにおけるにおける取組事例取組事例取組事例取組事例

○韓国における「積極的雇用改善措置」（2006年～）

大企業に、女性管理職比率等の提出を義務付け、規模

別・産業別の平均値の60％未満の企業に対して改善命

令

→１１１１％／％／％／％／年年年年ペースペースペースペースでででで管理職比率上昇管理職比率上昇管理職比率上昇管理職比率上昇（現在約１６％）

○フランス、ノルウェー、オランダ、アイスランド、スペイン

等では、上場企業に対し、取締役会取締役会取締役会取締役会ののののクォータクォータクォータクォータ制制制制（（（（女性女性女性女性

比率比率比率比率30～～～～40％）％）％）％）を導入

ＥＵ全体としても、導入を検討中。

○英国でも、主要100社について「2015年年年年までにまでにまでにまでに取締役会取締役会取締役会取締役会

のののの女性比率女性比率女性比率女性比率25%」を目標に掲げ、毎年進捗確認毎年進捗確認毎年進捗確認毎年進捗確認・・・・公表公表公表公表

→1年で、12.5%から17.3%に上昇。

※日本の取締役会における女性比率は現在約１％

＜韓国＞

＜欧州＞

（備考） １．労働力調査（基本集計）（平成24年）（総務省）、データブック国際労働比較2012（(独)）労働政策研究・研修機構）より作成。２．日本は2012年、オーストラリアは2008年、その他の国は2010年のデータ。３．「管理的職業従事者」とは、会社役員、企業の課長相当職以上、管理的公務員等をいう。また、管理的職業従事者の定義は国によって異なる。４．総務省「労働力調査」では、平成24年1月結果から、算出の基礎となる人口が
24年国勢調査の確定人口に基づく推計人口（新基準）に切り替えられている。

役職役職役職役職別管理職別管理職別管理職別管理職にににに占占占占めるめるめるめる女性女性女性女性割合割合割合割合

9.4 11.1 25 29.9 31.2 34.3 34.4 35.7 36.7 38.7 43 52.7

010
2030
4050
60

韓国 日本 マレーシア ドイツ スウェーデン シンガポール ノルウェー イギリス オーストラリア フランス アメリカ フィリピン

就業者 管理的職業従事者

日本日本日本日本のののの女性女性女性女性はははは活躍活躍活躍活躍しているかしているかしているかしているか((((国際比較国際比較国際比較国際比較))))
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2013201320132013 国名国名国名国名 値値値値

順位

１ アイスランド 0.8731

２ フィンランド 0.8421

３ ノルウェー 0.8417

４ スウェーデン 0.8129

５ フィリピン 0.7832

６ アイルランド 0.7823

１０5 日本 0.6498

日本は136カ国中105位と低下（2012年は135カ国中101位）

出典：2013世界経済フォーラム 男女格差報告書より GGI 

日本日本日本日本のののの女性女性女性女性はははは活躍活躍活躍活躍しているかしているかしているかしているか((((国際比較国際比較国際比較国際比較))))

0が完全不平等、1が完全平等
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◯日本の上場企業の役員等に占める女性割合は全業種1.2％に過ぎず、企業の

意思決定の場に女性が参画していない

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3製造業

農林・水産業

鉱業

建設業

卸・小売

金融・保険

不動産

運輸

通信

電気・ガス

サービス業

全業種

0.8

1.7

0

0.2

1.4

0.8

2.2

0.4

1.9

1.4

2.6

1.2

出典：厚生労働省「雇用均等基本調査」（平成22年度）

上場企業の役員等に占める女性割合

日本日本日本日本のののの女性女性女性女性はははは活躍活躍活躍活躍しているしているしているしているかかかか
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日本日本日本日本のののの女性女性女性女性はははは活躍活躍活躍活躍しているしているしているしているかかかか

18

16

29

14

24

05
1015
2025
3035

0% 1%未満 1-3%未満 3-5%未満 5%以上
％％％％

管理職管理職管理職管理職にににに占占占占めるめるめるめる女性女性女性女性のののの割合別企業分布割合別企業分布割合別企業分布割合別企業分布

出典：佐藤博樹・武石恵美子（2014）『ワーク・ライフ・バランス支援の課題』高崎美佐・佐藤博樹「女性管理職の現状」(2014)

『CSR企業総覧』のうち管理職数が男女とも記載されている上場企業

814社では女性管理職割合0%と1%未満という企業が34%も存在する
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◯管理職に占める女性の割合は上昇傾向だが未だ低い

◯正社員・正職員の男女間賃金格差は2010年で72.1％もあり、その要因としては、「職階」の

影響が最も大きい

役職別管理職に占める女性の推移 13.7

4.65.06.26.67.36.47.3 7.37.88.1
8.28.1 8.3 9.6 9.411.010.410.8

12.412.713.8
7.0

2.0 2.02.32.9 2.52.62.83.13.7 3.23.44.0 3.64.5 4.65.05.1
5.8 6.56.67.2

4.21.31.11.21.7 1.61.41.3 1.4 2.22.0 2.12.21.82.43.12.72.8 3.74.14.1
4.9

02
46
810
1214

元2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22(平成・年)

(%) 民間企業の係長相当民間企業の課長相当民間企業の部長相当
正社員・正職員の所定内給与額

及び男女間賃金格差の推移

男女間賃金格差の要因

資料出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」 中央・左図 資料出所：厚生労働省「働く女性の実情」

日本日本日本日本のののの女性女性女性女性はははは活躍活躍活躍活躍しているかしているかしているかしているか
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10年前総合職で採用された社員の現在の職位を男女で比較すると

女性は離職者が６５％と多く、管理職の割合が極めて少ない

出典：「平成25年版男女共同参画白書」

日本日本日本日本のののの女性女性女性女性はははは活躍活躍活躍活躍しているかしているかしているかしているか
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３３３３.... 企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性
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企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

①①①①少子少子少子少子高齢化高齢化高齢化高齢化、、、、労働力需要労働力需要労働力需要労働力需要へのへのへのへの対応対応対応対応

○日本は世界でも類を見ない少子高齢社会に突入

○2050年には生産年齢人口の占める割合が約5割に低下（約3200万人の減少）

⇒1人の高齢者を約1.31人の現役世代で支える

0.03.06.09.012.015.018.021.024.027.030.033.036.039.0

010,00020,00030,00040,00050,00060,00070,00080,00090,000100,000110,000120,000130,000140,000

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

（％）（万人）

（年）

年齢階層別人口及年齢階層別人口及年齢階層別人口及年齢階層別人口及びびびび年齢構成年齢構成年齢構成年齢構成のののの推移推移推移推移

0～14歳人口 15～64歳人口 65歳以上人口 0～14歳人口比率 65歳以上人口比率（高齢化率）出典：実績値：総務省「我が国の推計人口」、将来予測：国立社会保障・人口問題研究所【日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」＜中位推計＞
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出典：21世紀職業財団「介護を行う労働者の両立支援に係る調査研究（23年3月））

企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

②②②②仕事仕事仕事仕事とととと介護介護介護介護とのとのとのとの両立両立両立両立ののののためためためため

年齢階層別年齢階層別年齢階層別年齢階層別にみたにみたにみたにみた家族家族家族家族のののの介護介護介護介護・・・・看護看護看護看護をををを理由理由理由理由ととととするするするする

離職者数離職者数離職者数離職者数のののの推移推移推移推移総数総数総数総数((((男女合計男女合計男女合計男女合計)))) 男性男性男性男性 女性女性女性女性H14 年 (千人) H18 年 (千人) （増減) H14 年 (千人) H18 年 (千人) （増減) H14 年 (千人) H18 年 (千人) （増減)総数総数総数総数 92.5 144.8 1.6倍 14.7 25.6 1.7倍 77.8 119.2 1.5倍
年齢階年齢階年齢階年齢階層別層別層別層別

20代 2.4 10.3 4.3倍 0.3 2.0 6.7倍 2.1 8.3 4.0倍30代 5.2 16.9 3.3倍 0.9 2.9 3.2倍 4.3 14.0 3.3倍40代 13.4 25.9 1.9倍 1.9 3.2 1.7倍 11.4 22.9 2.0倍50代 36.5 57.0 1.6倍 3.5 7.4 2.1倍 33.0 49.6 1.5倍60代 26.2 27.7 1.1倍 5.6 7.4 1.3倍 20.6 20.5 1.0倍＜注＞網掛け部分は、2倍以上に増えている年齢階層。
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企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

③③③③介護介護介護介護などなどなどなど男女男女男女男女をををを問問問問わずわずわずわず時間制約時間制約時間制約時間制約のあるのあるのあるのある従業員従業員従業員従業員がががが増加増加増加増加

○超高齢社会の中、家族の介護を抱える従業員が男女共に増加し、離職者も急増

○男女を問わず、時間制約のある就業者が増加

77,800 82,900 83,200 85,100 119,20014,700 16,000 20,400 19,100 25600

020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000

平成14年10月～15年9月 平成15年10月～16年9月 平成16年10月～17年9月 平成17年10月～18年9月 平成18年10月～19年9月

家族の介護・看護を理由とする離職者数の推移

女性 男性

出典：21世紀職業財団「介護を行う労働者の両立支援に係る調査研究（23年3月）
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企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

④④④④女性女性女性女性雇用者雇用者雇用者雇用者のののの増大増大増大増大

○2002年→2010年の雇用者数の増加は女性が貢献（女性168万人増加）

○今後の成長産業である医療・福祉サービス分野では女性雇用者数が年々増加

○これから医療・福祉サービス分野は、女性の一層の活躍が期待される

-150-100-50050
100150200

全産業 建設業 製造業 情報通信業 運輸業　郵便業
卸売業　小売業

医療　福祉 複合サービス事業
サービス業（他に分類

されないもの）

女性 男性

・・ ・
出典：総務省統計局「労働力調査」
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企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

⑤⑤⑤⑤海外海外海外海外需要需要需要需要にににに対応対応対応対応したしたしたした新商品新商品新商品新商品・・・・サービスサービスサービスサービスのののの開発開発開発開発がががが必至必至必至必至

○企業は、海外のお客さまに対応できる新商品・サービスの開発が求められる

○新商品・サービスの開発に当たり、市場ニーズの把握や商品企画・研究等の人材確保が重要

中長期戦略

新商品・サービスの開発に関する課題

出典：内閣府経済社会総合研究所 「平成21年度企業行動に関するアンケート調査」 出典：内閣府経済社会総合研究所 「平成21年度企業行動に関するアンケート調査」
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企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

⑥⑥⑥⑥グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化によりによりによりにより多様多様多様多様なななな文化文化文化文化へのへのへのへの対応対応対応対応がががが必要必要必要必要

○製造業では、海外現地生産を行う企業が67.2％（2010年度）に増加

○海外生産比率は海外進出企業ベースで30.7％（2009年度）

○現地法人売上高は全産業で165.3兆円（2009年度）

海外現地生産を行う企業の割合（製造業） 現地法人売上高の推移

海外生産比率の推移（製造業）

出典：内閣府経済社会総合研究所 「平成22年度企業行動に関するアンケート調査」 出典：経済産業省 「第４０回海外事業活動基本調査」（2010年）
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企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

⑦⑦⑦⑦共共共共働働働働きききき世帯世帯世帯世帯のののの増加増加増加増加でででで、、、、時間制約時間制約時間制約時間制約のあるのあるのあるのある従業員従業員従業員従業員がががが増加増加増加増加

○今や共働きが当たり前に 片働き世帯を超え、2022年には約1.3倍に増加

○夫婦で働いているものの、相変わらず女性が家事や育児、介護の大半を担っている

出典：平成23年版男女共同参画白書
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出典：社会経済生産性本部2011年版「労働生産性の国際比較」

日本では長時間働き続けても、

生み出す付加価値が低い

2010年の日本の労働生産性

◯就業者 1 人当たり国内総生産

68,764ドル／766 万円

OECD 加盟 34 カ国中第 20 位

主要先進 7 カ国では最下位

◯就業1時間当たり国内総生産)

39.4ドル（4,389円 2010年）

第 1 位はルクセンブルク

122,782ドル／1,368万円

第 2 位はノルウェー

110,428ドル／1,230万円

第 3 位が米国

102,903ドル／1,146万円

1
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5
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24
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26
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32
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122782

110428

102903

97047

91131

83444

81977

81884

81717

81506

81479

80523

80066

79730

79451

78585

77747

77209

74114

68764

66349

66216

59785

59488

57471

56703

54915

54751

53000

48892

47831

47522

37054

35105

75015

0 50000 100000 150000ルクセンブルクノルウェー米国アイルランドベルギーイタリアフランスオーストリアオランダオーストラリアデンマークスウェーデンスペインフィンランドスイスドイツカナダ英国イスラエル日本ギリシャアイスランドニュージーランド韓国スロベニアチェコスロバキアポルトガルハンガリートルコポーランドエストニアメキシコチリ
OECD平均 単位：購買力平均換算US ドル ＊日本の製造業の労働生産性 84,097ドル（776万円）

OECD加盟主要国21カ国中10位 2009年

企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

⑧先進国では最下位の日本の労働生産性
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○平均勤続年数は、男性13.8年に対して女性は4.1年と短い

◯第1子出産前後の女性のうち、出産後も就業継続する割合は4割弱で、育児休業取得者は増加し

たが、出産による退職者は依然として多く約6割に達する

子どもの出生年別、第1子出産前後の妻の就業経歴の構成
正社員・正職員平均勤続年数の推移

左図 資料出所：厚生労働省「働く女性の実情」右図 国立社会保障人口問題研究所「13回出生動向基本調査（夫婦調査）」

（年）

企業企業企業企業がががが女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍にににに取組取組取組取組むむむむ必要性必要性必要性必要性

⑨⑨⑨⑨女性女性女性女性のののの勤続年数低勤続年数低勤続年数低勤続年数低くくくく、、、、出産後出産後出産後出産後のののの退職多退職多退職多退職多いいいい
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４４４４.... 女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍をををを阻害阻害阻害阻害してきたしてきたしてきたしてきた要因要因要因要因・・・・課題課題課題課題とはとはとはとは
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終身雇用・年功賃金

・恒常的な長時間労働という男性の働き方が定着

・女性が担う家事・育児

男性とは異なる人材育成のあり方

・配置、ジョブ・ローテーション

・業務内容の難易度

・家族的責任に配慮し過ぎる仕事配分

女性がキャリア形成しにくい日本的雇用慣行

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍をををを阻害阻害阻害阻害してきたしてきたしてきたしてきた要因要因要因要因・・・・課題課題課題課題とはとはとはとは
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先進国では日本だけに見られる課題

○結婚前に働いていた女性のうち約3割が結婚を機に退職

○第1子出産でさらに約4割が退職

・第1子出産前に仕事を持っていた女性を基準とした場合、

約6割が第1子出産を機に退職

○非正規雇用の女性は、20歳代後半を除いて非正規雇用を

柔軟な働き方であると考えて選択している割合が高い

○女性が出産・育児に当たる時期と、企業で管理職に昇進す

る年齢階級が重なっている

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍をををを阻害阻害阻害阻害してきたしてきたしてきたしてきた要因要因要因要因・・・・課題課題課題課題とはとはとはとは
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女性の活躍を支える環境（職場、家庭）に課題

○仕事と育児の両立支援制度の整備は進んでいるが、実際

活用できているか

○柔軟な働き方制度などの整備が進んでいない

○成果ではなく、長時間働く従業員を評価していないか

○男性の労働時間は減少しつつあるが、家族的責任を果た

す時間には回っていない

○女性だけが、末子就業前の時期で家事関連時間が

極めて長い

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍をををを阻害阻害阻害阻害してきたしてきたしてきたしてきた要因要因要因要因・・・・課題課題課題課題とはとはとはとは
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女性が活躍できない理由の多くは企業にあるという研究

○女性は家庭責任があるというが・・・

→企業が伝統的男女の分業を前提としていることが問題

→男性も家庭責任を負わず、女性の育児負担は重く

○女性は勤続年数が短いというが・・・

→長時間労働の職場では仕事と家庭との両立ができず、

育児離職せざるを得ない

→一般職は比較的低賃金でキャリアアップできない

○活躍を後押しする制度や仕組みが少ない

→ロールモデル、メンター、教育訓練の機会

出典：シカゴ大学 山口一男教授 201２年 講演資料

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍をををを阻害阻害阻害阻害してきたしてきたしてきたしてきた要因要因要因要因・・・・課題課題課題課題とはとはとはとは
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女性の活躍を推進する上での問題点

◯企業側が女性の活躍を推進する上での問題点として認識する上位の事項に

「家庭責任を考慮する必要がある」をあげている

出典：厚生労働省「雇用均等基本調査」（平成22年度） 24.6 

42.1 

11.0 

8.7 

8.1 

29.8 

6.5 

13.0 

10.5 

6.8 

30.6 

女性の勤続年数が平均的に短い家庭責任を考慮する必要がある一般的に女性は職業意識が低い顧客や取引先を含め社会一般の理解が不十分中間管理職の男性や同僚の男性の認識、理解が不十分時間外労働、深夜労動をさせにくい女性のための就業環境の整備にコストがかかる重量物取扱いや危険有害業務は法制上の制約があるポジティブ・アクションの概念がわかりにくいその他特になし
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女性の管理職が少ない理由は､必要な知識や経験､判断力等を有する女性がいない・・・・

出典：「平成25年版男女共同参画白書」
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「夫は外で働き、妻は家を守るべきである」という、根強いジェンダー・

バイアスが存在している

出典：「平成25年版男女共同参画白書」

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍をををを阻害阻害阻害阻害してきたしてきたしてきたしてきた要因要因要因要因・・・・課題課題課題課題とはとはとはとは
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○課長以上への昇進を望まない理由は、女性「仕事と家庭の両立が困難」

○男女とも「メリットがない、または低い」

出典：「平成25年版男女共同参画白書」

労働者300人以上の企業 労働者100～299人の企業

女性女性女性女性 男性男性男性男性 女性女性女性女性 男性男性男性男性

一般従業

員

係長・

主任

一般従業

員

係長・

主任

一般従業

員

係長・

主任

一般従業

員

係長・

主任

メリットメリットメリットメリットがないがないがないがない、、、、

またはまたはまたはまたは低低低低いいいい

22.9 27.8 41.2 50.3 24.3 32.2 45.9 49.3 

責任責任責任責任がががが重重重重くなるくなるくなるくなる 30.4 35.2 30.2 38.8 24.8 36.7 26.3 37.0 

自分自分自分自分にはにはにはには能力能力能力能力がないがないがないがない 26.0 33.9 27.6 29.1 22.7 24.0 23.3 28.5 

やるべきやるべきやるべきやるべき仕事仕事仕事仕事がががが

増増増増えるえるえるえる

14.5 18.6 24.6 27.8 11.5 17.8 21.6 25.8 

仕事仕事仕事仕事とととと家庭家庭家庭家庭のののの両立両立両立両立がががが

困難困難困難困難になるになるになるになる

40.0 42.5 17.4 19.7 32.8 35.5 10.4 18.4 

周周周周りにりにりにりに同性同性同性同性のののの管理職管理職管理職管理職

がいないがいないがいないがいない

24.0 17.1 0.3 — 28.3 19.8 2.2 1.1 
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出典：「平成25年版男女共同参画白書」

働く女性が背負う１日当たりの平均家事関連時間
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男性は子育て期に労働時間が長いため、子育ての担い手が女性に集中

出典：OECD「Employment Outlook2001」、総務省「社会生活基本調査」（平成18年）
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５５５５.... 女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍とととと経営経営経営経営パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス
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ファミ・フレ度と男女雇用均等度が高いほど企業の一人当たりの売上と経常利益が高い

出典：学習院大学 脇坂教授と労働政策研究・研修機構の調査

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍とととと経営経営経営経営パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス
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○「なでしこ銘柄」は、「女性活躍状況の資本市場における見える化」推進の一環として、経産省と東

証が共同で取り組む

○「女性活躍推進」に優れた上場企業を「中長期の企業価値向上」を重視する投資家にとって魅力

ある銘柄として紹介することを通じて、各社の取組を加速化していくことが狙い

【選定の方法】

①女性活躍推進の観点から、

「女性のキャリア支援」

「仕事と家庭の両立支援」の

二つの側面に着目して評価

②その上で、財務面（ＲＯＥ）からの

スクリーニングを行い、各業種代表として、

計１７社を選定

企業名企業名企業名企業名 業種業種業種業種

マルハニチロホールディングス 水産・農林業

積水ハウス 建設業

アサヒグループホールディングス 食料品

東レ 繊維製品

花王 化学

住友ゴム工業 ゴム製品

旭硝子 ガラス・土石製品

大同特殊鋼 鉄鋼

住友金属鉱山 非鉄金属

ダイキン工業 機械

日産自動車 輸送用機器

ニコン 精密機器

東京急行電鉄 陸運業

ＫＤＤＩ 情報・通信業

豊田通商 卸売業

ファーストリテイリング 小売業

三井住友フィナンシャルグループ 銀行業

【選定企業一覧】 （１７銘柄、業種順）

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍とととと経営経営経営経営パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス
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重松建設株式会社

・リケジョの営業や現場監督が、

顧客との強い信頼関係を構築

・女性ニーズに応える商品開発で

成約件数が伸び、顧客満足度も向上

プロダクトプロダクトプロダクトプロダクト

イノベーションイノベーションイノベーションイノベーション

株式会社東芝

・女性管理職育成施策の卒業生により、

裸眼３Ｄディスプレイの開発プロジェクトに成功

・女性の目線を活かした「ママゴコロ家電」シリーズ

を開発（野菜の鮮度保持能力を向上させた冷蔵庫等）
女性リーダー育成「きらめき塾」ママゴコロ家電シリーズ（東芝ＨＰより）

日産自動車株式会社

・車の購買決定権の６割を占める女性ニーズを

設計に反映させるため、女性中心の商品開発により

継続的にプロダクトイノベーションを実現

・子どもを抱いて乗り降りしやすいよう、85度まで
開く後席ドアを採用し、ガソリン登録車５ヶ月

連続販売台数１位を達成

女性商品企画責任者により売上を伸ばした「ノート」

ＴＯＴＯ株式会社

・女性技術者が女性ニーズを反映した商品開発を実施

・女性の清潔志向に対応し、ウォシュレットのノズル・

便器を除菌する「きれい除菌水」を開発、業績向上

に貢献

収納や掃除を楽にする「女ゴコロのわかる家」

平成２４年度経済産業省「ダイバーシティ経営企業１００選」より（愛媛県、中小）

「きれい除菌水」が使われた除菌するトイレ「ネオレスト」

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍とととと経営経営経営経営パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス
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（出所）Ｃａｔａｌｙｓｔ 「The Bottom Line : Corporate  Performance and  Women’s  
Representation on Boards」（2007）※Ｃａｔａｌｙｓｔ は、女性と企業分野における米国を拠点とした代表的なNPO。

企業の業績と女性役員の比率

（注）ＲＯＥ、ＲＯＳ、ＲＯＩＣデータは、２００１～２００４年の平均値。役員数は２００１年及び２００３年。「フォーチュン５００」企業（５２０社）を対象。
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9.7％ 13.7％

4.7％ 7.7％

（％）
9.1％

第4四分位企業グループ：女性役員比率の低い下位1/4企業グループ（ 129社）第１四分位企業グループ：女性役員比率の高い上位1/4企業グループ （132社）（株主資本利用率） （売上高利益率） （投下資本利益率）

◯海外では、女性役員比率が高い企業の方が、ROE、ROS、ROICなどの経営指標が良い傾向

◯日本でも、女性の活躍推進に取り組んでいる企業（均等推進企業表彰企業）は、株式パフォーマンスが

TOPIX平均を上回る水準で安定して上昇する傾向がみられる

出典：大和証券キャピタル・マーケッツ（株）金融証券研究所「クオンツ情報」（2011 年）

均等推進企業表彰銘柄の

対TOPIX超過累積リターン（平均値）
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◯女性活躍促進に取り組んだ企業は、ダイバーシティへの取り組みが企業の競争優位性を高まると

認識しており、その定性的な効果として、「女性の責任感の向上」「職場の雰囲気の改善」等がある

◯「成果に結びつかない」「コストがかかる」といったデメリットも指摘されている

ポジティブ・アクションに取り組んだ効果27.120.812.0 27.4 34.114.416.19.80.4 5.56.31.4

0% 10% 20% 30% 40%職場の雰囲気がよくなった職場に活気が出た従業員の仕事に対する満足度が向上した女性のチャレンジ意欲が向上した女性の責任感が向上した男性が女性を対等な存在として見るようになった女性の活躍が会社の利益に貢献した就職希望者からの企業評価が向上した投資家からの企業評価が向上した取引先や顧客からの企業評価が向上した特に効果が現れていないその他

(n=1371)

出典：厚生労働省委託事業「ポジティブ・アクション展開事業」（平成22年度）

％

○○○○米国企業米国企業米国企業米国企業ダイバシティダイバシティダイバシティダイバシティののののメリットメリットメリットメリット回答企業の91％が、「競争優位性を高める」と回答・企業文化の改善 83％・従業員のモラールの改善 79％・従業員の継続勤務 76％・新規採用の円滑化 75％・従業員の不満や訴訟の減少 68％・創造性の増加 59％
○○○○米国企業米国企業米国企業米国企業ダイバシティダイバシティダイバシティダイバシティののののデメリットデメリットデメリットデメリット回答企業の3分の2が｢期待通りの成果が上がらない」・ダイバシティのアクションが期待通りの成果に結びつかない 57％・コストがかかる 38％・スタッフの時間がとられてしまう 30％・ねたみの増加 25％・トレーニングが提供されても効果がない 24％（注）フォーチューン1000社のうち839社のHR（人的資源管理）担当者、及び2001年3月時点でのフォーチューン100社に質問票を送付し、121社から回答を得たもの出典：谷口真美「ダイバシティ・マネジメント～多様性をいかす組織～」（白桃書房、2005 年9 月）
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６６６６．．．．生産性向上生産性向上生産性向上生産性向上とととと競争優位競争優位競争優位競争優位なななな企業企業企業企業へへへへ

（（（（１１１１））））全社員全社員全社員全社員ののののワークワークワークワーク････ライフライフライフライフ・・・・バランスバランスバランスバランス

推進課題推進課題推進課題推進課題とととと具体策具体策具体策具体策
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((((1111))))ワークワークワークワーク・・・・ライフライフライフライフ・・・・バランスバランスバランスバランスはははは

社員社員社員社員とととと会社会社会社会社にとってにとってにとってにとってｗｉｎ－ｗｉｎｗｉｎ－ｗｉｎｗｉｎ－ｗｉｎｗｉｎ－ｗｉｎ

ワーク ライフ

ワークワークワークワーク
ライフライフライフライフ
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ワークかライフの二者選択
ワークとライフの相乗効果ワークとライフの相乗効果

作図：山極
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((((３３３３))))経営者経営者経営者経営者ののののリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップとととと

職員全員職員全員職員全員職員全員のののの合意合意合意合意がががが重要重要重要重要

①①①① トップトップトップトップがががが本気本気本気本気でででで““““ＷＬＢＷＬＢＷＬＢＷＬＢをををを実現実現実現実現””””ををををコミットメントコミットメントコミットメントコミットメントするするするする

②②②②推進体制推進体制推進体制推進体制のののの整備整備整備整備

③③③③中長期経営計画中長期経営計画中長期経営計画中長期経営計画にてにてにてにてＷＬＢＷＬＢＷＬＢＷＬＢ施策施策施策施策をををを盛盛盛盛りりりり込込込込むことむことむことむこと

④④④④ＷＬＢＷＬＢＷＬＢＷＬＢのののの実態把握実態把握実態把握実態把握とそのとそのとそのとその現状分析現状分析現状分析現状分析がががが必要必要必要必要

⑤⑤⑤⑤アクションアクションアクションアクション策定策定策定策定ととととゴールゴールゴールゴール････アンドアンドアンドアンド････タイムタイムタイムタイム････テーブルテーブルテーブルテーブルのののの設定設定設定設定

⑥⑥⑥⑥アクションアクションアクションアクションのののの実施実施実施実施

⑦⑦⑦⑦ ＰＤＣＡ（ＰＤＣＡ（ＰＤＣＡ（ＰＤＣＡ（PlanPlanPlanPlan----DoDoDoDo----CheckCheckCheckCheck----ActionActionActionAction））））サイクルサイクルサイクルサイクルをををを

回回回回しししし続続続続けけけけるるるる
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(2)(2)(2)(2)「「「「働働働働きききき方方方方のののの再設計再設計再設計再設計」」」」３３３３つのつのつのつの業務業務業務業務プロセスプロセスプロセスプロセス

第第第第1111フェーズフェーズフェーズフェーズ：：：：既成概念既成概念既成概念既成概念をををを払拭払拭払拭払拭するするするする

・恒常的な長時間労働を賞賛するのではなく、“時間は有限、

職員の人件費は高い”を意識する

第第第第2222フェーズフェーズフェーズフェーズ：：：：仕事仕事仕事仕事のやりのやりのやりのやり方方方方のののの見直見直見直見直しししし

①業務の廃止

・社員一人ひとりの仕事の棚卸をして、優先順位の低い仕事は

思い切ってやめる

②業務プロセスの簡素化

・会議回数の圧縮、会議前資料配付の義務化

・過剰品質な資料作成の廃止

・決裁権限を下におろすなど

第第第第3333フェーズフェーズフェーズフェーズ：：：：時間軸時間軸時間軸時間軸からからからから成果軸成果軸成果軸成果軸へのへのへのへの評価評価評価評価

・同じ成果をあげた場合、10時間を要した人よりも8時間で業務を

遂行した職員を評価する

・管理職のＷＬＢ業績目標策定と実践、成果を処遇に反映させる
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課題課題課題課題：：：：資料資料資料資料のののの作成作成作成作成にににに時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる

管理職自らが働き方の意識を変えよう

○上司は部下に過剰な資料作成や突発的な業務を

指示しない

○部下に明快な指示をする

○ＩＴ化を活かし資料やデータの共有化･見える化

を図り、情報を共有する

○社員は仕事に必要な職業の能力（ 知識・技能）、

ＩＴスキルを磨く
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課題課題課題課題：：：：時期時期時期時期やややや特定特定特定特定のののの社員社員社員社員によりによりによりにより繁閑差繁閑差繁閑差繁閑差がががが大大大大きいきいきいきい

業務内容業務内容業務内容業務内容とととと組織組織組織組織全体全体全体全体のののの見直見直見直見直しししし

⃝仕事の棚卸しや優先度の低い業務は見直す
○個々人の業務と周辺業務に分けて業務を見直す

○業務プロセスの簡素化を図る

⃝マニュアル作成による業務の標準化
⃝特定の人に仕事が集中している場合、業務配分
を見直す
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課題課題課題課題：：：：心心心心のののの病病病病にかかるにかかるにかかるにかかる社員社員社員社員がががが増加増加増加増加しているしているしているしている

コミュニケーションを密に、メンタルヘルス対策を

○上司から進んで部下に声掛けを

○気軽に相談やコミュニケーションができる

職場づくり

○メンタルヘルス対策に関する管理職研修の

開催を

○衛生委員会等の設置や「心の健康づくり計画」

策定を

○職員個人の健康情報の保護への配慮
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課題課題課題課題：：：：上司上司上司上司によるによるによるによる育休復帰者育休復帰者育休復帰者育休復帰者へのへのへのへの

マネジメントマネジメントマネジメントマネジメントはははは行行行行ってってってっているますかいるますかいるますかいるますか

育休復帰後育休復帰後育休復帰後育休復帰後のののの柔軟柔軟柔軟柔軟なななな勤務形態勤務形態勤務形態勤務形態・・・・支援支援支援支援体制体制体制体制をををを

○キャリアやライフについての希望を確認する

面談の実施

○勤務時間や働き方の柔軟化をはかる

○権利の主張と仕事上の責任を果たす指導を行う

○本人や周囲が不公平感を持たないよう、業務の

配分を行う

○お互いさま意識を醸成して周囲の理解を得る
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GDPの過半が個人消費で

その多くがママや地域社会

経済感覚経済感覚経済感覚経済感覚

子育てや地域活動で多忙

必然的に仕事も効率化へ

効率的効率的効率的効率的になるになるになるになる

子育てでの経験は、会社

の後輩の育成力アップに

育成力育成力育成力育成力

子どもや地域の老若男女との

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝって簡単じゃない

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力能力能力能力

PTAや各ｲﾍﾞﾝﾄなど地域での

組織運営は貴重な経験

組織運営能力組織運営能力組織運営能力組織運営能力

課題課題課題課題：：：：男性男性男性男性のののの育休育休育休育休をををを仕事仕事仕事仕事にににに活活活活かしていますかかしていますかかしていますかかしていますか
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子どもや地域は、父親の視野を広げる

営業

企画

経営

管理

仕事仕事仕事仕事のののの場場場場

子ども

ママ

家庭

地域

仕事以外仕事以外仕事以外仕事以外のののの場場場場

仕事以外仕事以外仕事以外仕事以外のののの場場場場がががが仕事仕事仕事仕事にににに役立役立役立役立つつつつ

課題課題課題課題：：：：男性男性男性男性のののの育休育休育休育休をををを仕事仕事仕事仕事にににに活活活活かしていますかかしていますかかしていますかかしていますか
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職場職場職場職場マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント・・・・風土風土風土風土のののの改革改革改革改革でででで

生産性生産性生産性生産性向上向上向上向上へへへへ

職場マネジメント・風土の改革は、WLB満足を高めると同時に

生産性を高める可能性がある

出典：ワーク・ライフ・バランス推進・研究プロジェクト（2008年調査）民間企業の正社員・正職員で、25歳から44歳の男女2,800名）
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業務多忙性業務多忙性業務多忙性業務多忙性

職務明瞭性職務明瞭性職務明瞭性職務明瞭性

業務裁量性業務裁量性業務裁量性業務裁量性

効率的効率的効率的効率的なななな業務管理業務管理業務管理業務管理

女性活躍女性活躍女性活躍女性活躍のののの風土風土風土風土

生活生活生活生活にににに対対対対するするするする上司上司上司上司のののの配慮配慮配慮配慮

利用利用利用利用しやすいしやすいしやすいしやすい両立制度両立制度両立制度両立制度のののの数数数数

生産性生産性生産性生産性

（（（（自己評価自己評価自己評価自己評価によるによるによるによる））））

にににに対対対対するするするする満足満足満足満足））））

WLBWLBWLBWLB満足満足満足満足

（「（「（「（「仕事仕事仕事仕事とととと生活生活生活生活のののの時間配分時間配分時間配分時間配分」」」」

にににに対対対対するするするする満足満足満足満足））））

職場職場職場職場ののののマネジメントマネジメントマネジメントマネジメント改革改革改革改革

長時間勤務長時間勤務長時間勤務長時間勤務のののの風土風土風土風土

過剰就労過剰就労過剰就労過剰就労、、、、不完全就労不完全就労不完全就労不完全就労

職場職場職場職場のののの風土改革風土改革風土改革風土改革

（（（（太太太太いいいい矢印矢印矢印矢印はははは、、、、標準化係数標準化係数標準化係数標準化係数0.10.10.10.1以上以上以上以上））））プラスプラスプラスプラスのののの影響影響影響影響プラスプラスプラスプラスのののの影響影響影響影響マイナスマイナスマイナスマイナスのののの影響影響影響影響マイナスマイナスマイナスマイナスのののの影響影響影響影響
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６６６６．．．．生産性向上生産性向上生産性向上生産性向上とととと競争優位競争優位競争優位競争優位なななな企業企業企業企業へへへへ

（（（（２２２２））））女性活躍推進課題女性活躍推進課題女性活躍推進課題女性活躍推進課題とととと具体策具体策具体策具体策
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○経営トップのビジョンとコミットメント、本気さ

○女性活躍推進の目的（業績に貢献）を全社で共有

○女性のキャリア形成を後押しする制度と仕組みづくり

→ポジティブアクションとワーク・ライフ・バランス施策を

同時に推進

→育児休業の専業主婦化、職場復帰後の兼業主婦化を

防止する

→女性の人材育成を経営計画に入れ、アクションプランを

策定し、ＰＤＣＡを回す

○企業のマーケティング戦略に女性を参画させる

女性活躍推進課題に対する具体策
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女性が管理職になるための新たな要因

①学卒時の就業継続意識の重要性

②転職や社内公募による自分主導の異動を含めた「強み」の

形成

③「働いてよ」という夫の後押し

④夫の家事、育児分担

⑤出産前の業績により出産後の職場のサポートがあること

⑥基本は定時に帰るが残業できる体制を整える家庭内の工夫

⑦復帰後の働き方に関する上司とのよいコミュニケーション

⑧働く時間ではなく仕事ぶりを評価してくれる上司や制度、女性

を育てようという上司の意識

出典：お茶大の永瀬 伸子先生がまとめた小論文

「民間大企業の女性管理職のキャリア形成」より

女性活躍推進課題に対する具体策
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●女性の登用・活用に向けた課題と施策

 ロールモデルの少なさ、女性の採用数・管理職候補者の少なさ、女性の

キャリアに対する自覚・責任感の未醸成等が女性の登用・活用促進の主要

課題となっている。

 効果的な施策としては、多様な雇用システムの構築、女性の採用・職域

の拡大、経営戦略としての位置付け等が挙げられている。

●女性の登用・活用に関する課題と具体的取り組み

 女性の登用・活用を阻む課題としては、管理職志向の女性の不足、女性

の絶対数／ロールモデルの少なさ、出産・育児の問題等が挙げられている。

 具体的な取り組みとしては、女性に直接働きかける施策（研修／育成プ

ログラム／ロールモデルの提示）に加え、管理職（特に男性）の意識改革、

子育て支援策の充実などが多数紹介されている。

女性活躍推進課題に対する具体策

2013年経済同友会「意思決定ボード」の真のダイバーシティ実現に向けて

～女性管理職・役員の登用・活用状況のアンケート調査結果
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会社会社会社会社のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ施策施策施策施策のののの組合組合組合組合せせせせ
女性女性女性女性のののの

やりがいやりがいやりがいやりがい

会社会社会社会社がががが女性女性女性女性のののの就業意欲就業意欲就業意欲就業意欲をををを向上向上向上向上させるさせるさせるさせる取取取取りりりり組組組組みにみにみにみに積極的積極的積極的積極的

＆＆＆＆

女性女性女性女性がががが結婚結婚結婚結婚・・・・出産後出産後出産後出産後もももも働働働働きききき続続続続けるけるけるける環境環境環境環境がががが整備整備整備整備されているされているされているされている

1111位位位位

会社会社会社会社がががが女性女性女性女性のののの就業意欲就業意欲就業意欲就業意欲をををを向上向上向上向上させるさせるさせるさせる取取取取りりりり組組組組みにみにみにみに積極的積極的積極的積極的

＆＆＆＆

女性女性女性女性がががが結婚結婚結婚結婚・・・・出産後出産後出産後出産後もももも働働働働きききき続続続続けるけるけるける環境環境環境環境がががが整備整備整備整備されていないされていないされていないされていない

2222位位位位

会社会社会社会社がががが女性女性女性女性のののの就業意欲就業意欲就業意欲就業意欲をををを向上向上向上向上させるさせるさせるさせる取取取取りりりり組組組組みにみにみにみに消極的消極的消極的消極的

＆＆＆＆

女性女性女性女性がががが結婚結婚結婚結婚・・・・出産後出産後出産後出産後もももも働働働働きききき続続続続けるけるけるける環境環境環境環境がががが整備整備整備整備されているされているされているされている

３３３３位位位位

会社会社会社会社がががが女性女性女性女性のののの就業意欲就業意欲就業意欲就業意欲をををを向上向上向上向上させるさせるさせるさせる取取取取りりりり組組組組みにみにみにみに消極的消極的消極的消極的

＆＆＆＆

女性女性女性女性がががが結婚結婚結婚結婚・・・・出産後出産後出産後出産後もももも働働働働きききき続続続続けるけるけるける環境環境環境環境がががが整備整備整備整備されていないされていないされていないされていない

4444位位位位

出典：JILPT「男女性社員のキャリアと両立支援に関する調査」（2012）を基本データに山極が作成
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経営・人事の改革と具体策
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６６６６．．．．生産性向上生産性向上生産性向上生産性向上とととと競争優位競争優位競争優位競争優位なななな企業企業企業企業へへへへ

（（（（3333））））女性女性女性女性のののの意識意識意識意識・・・・行動行動行動行動のののの改革改革改革改革
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女性は出産を機に自ら仕事時間を削減してしまう

出典：お茶の水女子大学「ジェンダー・格差センシティブな働き方と生活の調和」プロジェクト2013年

家庭内ワーク

シェアを！

女性の意識・行動の改革
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育休の過ごし方次第でハイパフォーマーに変身

育児育児育児育児ととととキャリアキャリアキャリアキャリアをををを両立両立両立両立させるさせるさせるさせる意識意識意識意識のののの醸成醸成醸成醸成

○育休中にブラッシュアップ（能力アッププログラム）

により、キャリアイメージを描く

○育休中に夫婦で育児・家事を協力し合う体制を

つくりあげての復帰へ

女性の意識・行動の改革
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妻の昇進意欲が高いと夫の育児頻度高まる

出典：21世紀職業財団「育児をしながら働く女性の昇進意欲やモチベーションに関する調査」2013年

女性の意識・行動の改革
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妻に昇進意欲があれば夫の帰宅時間は早まる

（首都圏･大阪･兵庫･愛知）

出典：お茶の水女子大学「ジェンダー・格差センシティブな働き方と生活の調和」プロジェクト2013年

女性の意識・行動の改革
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１１１１. Sit at the table. . Sit at the table. . Sit at the table. . Sit at the table. 

「テーブルにつきなさい」

ちゃんとテーブルにつかないとキャリアアップできません。

自分自身に自分の成功に誇りを持つことが必要。

2. Make your partner a real partner.2. Make your partner a real partner.2. Make your partner a real partner.2. Make your partner a real partner.

「夫を真のパートナーにしよう」

家事や育児など家庭の仕事は、とても大変です。

そのことは女性でも、男性でも同じ。

夫婦が真のパートナーとして協力し合うことが重要なのです。

3. Don’t leave before you leave. Keep your foot on the gas pedal.3. Don’t leave before you leave. Keep your foot on the gas pedal.3. Don’t leave before you leave. Keep your foot on the gas pedal.3. Don’t leave before you leave. Keep your foot on the gas pedal.

「仕事を辞める前に仕事から離れないで。

そして、アクセルを踏み続けて。」

シェリル・サンドバーグ

米フェイスブックCOO

出典：2012年12月10日 NHK スーパープレゼンテーション
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ご清聴ありがとうございました


